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はじめに 
 

この度は、マスフローチェッカーＭＦＴ－２０をお買上 

げ頂き誠に有難うございます。 装置を正しくお使いいた 

だく為、御使用の前に取扱説明書を充分お読みいただきま 

す様、お願いいたします。 

 

 

１．概要 
 

ＭＦＴ－２０は、弊社製マスフローコントローラＳＥＣ 

シリーズの動作状況及び、付加機能、電源電圧、各信号ラ 

イン等のモニタを行う為のチェッカーです。 

ＭＦＴ－２０を使用する事により、ＳＥＣシリーズを接 

続する前の配線チェックや、ＳＥＣシリーズを動作させな 

がら各ラインやＳＥＣの動作状況をモニタする事が可能で 

す。 

 

≪特長≫ 

○ チェック対象となるＳＥＣシリーズの選択が可能 

 （別途個別アダプタが必要となります） 

 

○ ＭＦＴ－２０に内蔵しているポテンショメータにより 

ＳＥＣを制御する事が可能 

 

○ バルブ電圧モニタ、オートゼロ、アラーム等の付加機 

能にも対応 

 

 

２．仕様 
 

型 式 ：ＭＦＴ－２０ 

表 示 ：３・１／２桁 ＬＣＤ表示 

表 示 精 度 ：表示値±１ｄｉｇｉｔ 

表 示 分 解 能 ：１０ｍＶ 

内蔵基準電圧精度 ：＋５Ｖ ±１０ｍＶ 

使 用 温 度 範 囲 ：５℃～５０℃ 

電 源 電 圧 ：±１５ＶＤＣ ±５％ 

消 費 電 流 ：±４ｍＡ以下 

付 属 品 ：取扱説明書 

      ケーブル ２Ｍ（１本） 

      モニタ用ターミナルジャック ４本 

 

 

３．接続 
 

 付属のケーブルと下記のケーブルアダプタ（別売）に 

より、各ＳＥＣシリーズと接続してください。 

 

対象機種         ケーブルアダプタ 

○ＳＥＣ－４００シリーズ ：ＣＡ－４ 

 

○ＳＥＣ－４０００シリーズ ：ＣＡ－Ｈ 

 ＳＥＣ－７４００シリーズ 

 ＳＥＣ－７３００シリーズ 

 ＳＥＣ－Ｅ４００Ｊシリーズ 

 

○ＳＥＣ－６４００シリーズ ：ＣＡ－６ 

 ＳＥＣ－Ｅ４００シリーズ 

 

 

 
 
４．外形寸法図 

 

 
７．製品保証 

 

１）保証期間 

 

  弊社発送後１年間とし、この期間に発生し弊社に送付
された下記４）項以外の故障品については無償で修理
いたします。 

 

２）保証期間は本体に限定し、本体故障によって生じた損
害の補償は行いません。 

 

３）交換部品の保証 

 

  交換後９０日、あるいは１）項保証期間までのどちら   

  か長い期間とします。 

 

４）免責事項 

 

  以下の場合は、保証期間内であっても保証の対象とな
りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 天災等不可抗力によって生じた故障 

② 取り扱いを誤ったため生じた故障 

③ 不適切な環境で使用、あるいは保管された 

場合 

④ 定格仕様の範囲を超えて使用したり、改造 

を加えられたりした場合 

⑤ その他、弊社の責任外と判断された場合 

  

５）連絡先 

 

  お買い上げの代理店、もしくは弊社までご連絡 

   下さい。 

 

 

 

 

なお、本取扱説明書は、お断りなく変更させてい 

ただくことがありますのでご容赦ください。 

 

 

 

 

 

マスフローチェッカー 

ＭＦＴ－２０ 
CODE: I030123800C 
 2004-2020 HORIBA STEC, CO., Ltd. 

 

ＭＦＴ－２０本体 付属ケーブル 
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  ５．各部機能及び説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
６．ＭＦＴ－２０を使ったトラブルシューティング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配線チェック 
ＳＥＣを接続する前に行ってください 

±１５Ｖ、Ｖ－１５が所定の電圧値を示している事 
        例； ±１５Ｖ ±０．５Ｖ 

ＳＥＴ    ：装置側より送られる設定電圧を表示する事 

Ｖ．ＣＯＮＴ ：装置側よりフルオープン、フルクローズの

操作 をした場合、 

 フルオープン ＋１５Ｖ 
 フルクローズ －１５Ｖ となる事 

ＳＯＦＴ ：ソフトスタート動作時、０Ｖとなる事 

Ｆ・Ｇ ：フレームグランドとＣＯＭＭＯＮを共通と

している装置の場合は０Ｖを表示する事 

 それ以外は不定 
 

配線、電源のチェックを行って下さい 

各電圧値は正常か？ 

ＳＥＣを接続する 
ガスストップ、電圧チェック 

各電圧値は正常か？ 

電源電圧の低下 

設定電圧の低下 

ＳＥＣの消費電力異常又は電源容量不足 

ＳＥＣの入力インピーダンス異常 
装置側出力インピーダンス異常 

ＳＥＣゼロ点異常、ストップ弁リーク 

ＮＧ 

 

ＮＧ 

 

ＯＫ 

ＯＫ 

ＮＧ 

 

モニタ用ターミナル 

※外部機器にてモニタされる場合は、入力インピーダンス 

１０ＭΩ以上の機器を使用してください 

ＳＥＣの出力信号が出力されています 

ＣＯＭ端子です 

フレームグランド端子です 

 
チェックポイントの電圧が出力されています 

（ＣＨＥＣＫ ＰＯＩＮＴのセレクトスイッチでセレクト 

  されたチェックポイント） 

チェックポイントの電圧を表示します 

ＳＥＣ－７４００、４４００ＳＲ等のオートゼロ機能を持つ 

  ＳＥＣに対するオートゼロの起動スイッチです 

ＳＥＣ－７４００．Ｅ４００Ｊのアラーム発生時点灯します 

 

 

 
チェック対象となるＳＥＣシリーズを選んでください 

ＳＥＣセレクトスイッチを４４００/７３００の位置にすると 

 Ｐ．ＣＯＭ（パワーＣＯＭ）とＳ．ＣＯＭ（シグナルＣＯＭ） 
 がＭＦＴ－２０内部で短絡されます 
ＳＥＣ－４００シリーズ、Ｅ４００Ｊシリーズ等、Ｐ．ＣＯＭ 
 とＳ．ＣＯＭを別々に配線する必要のあるＳＥＣで動作異常の 
 ある場合、スイッチをこの位置にしてみてください 
 正常動作となる場合、配線の不良です 

ＳＥＣのコントロールバルブの状態をフルオープン、フルクローズにします 
フルオープン、フルクローズの位置では装置側からの設定電圧信号は無視されます 
 ※ＳＥＣ－４００シリーズＮＣタイプは動作が逆になります 
   ＯＰＥＮ → ＣＬＯＳＥ 
   ＣＬＯＳＥ → ＯＰＥＮ 
 
ＳＥＣの設定電圧を装置側より取るか（ＥＸＴ）、ＭＦＴ－２０のポテンショより取るか 
 （ＩＮＴ）の切り換えスイッチです 
 
設定をＩＮＴにした場合の設定用のポテンショです 
 目盛は目安となっていますので、正確な設定電圧はＤ．Ｐ．Ｍ．表示、又はモニタ用 
ターミナルＣ．Ｐ にて確認してください 

 
Ｄ．Ｐ．Ｍ．に表示するチェックポイントの切り換えスイッチです 

 ＋１５Ｖ  ： 正の電源電圧を表示します 

 －１５Ｖ  ： 負の電源電圧を表示します 
 Ｖ－１５  ： バルブ用電源－１５Ｖの電源電圧を表示します  ※１ 
 Ｆ・Ｇ   ： フレームグランドのＣＯＭに対する電位を表示します 
 ＳＥＴ   ： ＳＥＣの設定電圧を表示します 
 ＯＵＴ   ： ＳＥＣの出力電圧を表示します 
 Ｖ．ＭＯＮ ： バルブ電圧モニタ値を表示します  ※２ 
 Ｖ．ＣＯＮＴ： バルブ開閉入力ピンの電圧を表示します ※３ 
 ＳＯＦＴ  ： ソフトスタート端子の電圧を表示します ※１ 

          ※１  ＳＥＣ－４００シリーズのみ 

          ※２  ＳＥＣがバルブ電圧モニタ機能付の場合のみ 
          ※３  ＳＥＣ－４０００、７０００、Ｅ４００Ｊシリーズのみ 

付属のケーブルを接続します 

ＮＧ 

 

ゼロ点チェック 
±５０ｍＶ以内 

ＳＴＡＲＴ 

ＭＦＴ－２０を接続 
ＳＥＣ・ＳＥＬＥＣＴを接続するＳＥＣに合
わせる 

ＣＨＥＣＫ ＰＯＩＮＴ切り換えＳＷにより
各電圧のチェックを行う 

ガスを流す 

ＳＥＴ＝ＯＵＴ 
となるか？ 

Ｖ．ＣＯＮＴで 
ＯＰＥＮ、ＣＬＯＳＥ
の動作が行えるか？ 

ＥＮＤ 

装置側の設定電圧信号を使用している場合 
 ＭＦＴ－２０内蔵の設定電圧信号に切り換えてみる 
  ↓ 
  正常 － ○設定電圧に交流成分が含まれている 

○インピーダンスのミスマッチ 

圧力が足りない 

電気回路不良 

ＳＥＣ－Ｅ４００Ｊシリーズの場合 

 ＳＥＣ・ＳＥＬＥＣＴ ＳＷを４４００/７３００にしてみる 
   ↓ 
  正常 － Ｐ．ＣＯＭ(パワーＣＯＭ)、Ｓ．ＣＯＭの結線が 
       できていない 

ガス系の異常 

ガス供給系の異常 

ＳＥＣ内部のつまり 

バルブ異常 

ＯＫ 

ＯＫ 

ＯＫ 

ＮＧ 

 


